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5.1.5.3 産総研・東海大の断層 (1/4)

更新世

鮮新世

中新世

• 根岸西方断層は平舘ドーム
の隆起帯の東縁に沿って分
布する逆断層である。一方，
青森港沖背斜は東翼部で変
位量が大きい非対称背斜で
あり， 海域の堆積盆内に分
布する。

• したがって，根岸西方断層
及び青森港沖背斜の地質構
造は連続しない。

前～後期中新統

中～後期中新統

更新統
【平舘ドーム】*

【袴腰岳ドーム】*

*: 根本・氏家（2009） 15）陸　域　凡　例
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根岸西方断層 青森湾西岸断層帯

入内断層

凡 例

活断層（東側落下）

非対称背斜

活断層（西側落下）

（当社調査結果及び産総研・東海大
（2012）７）に基づく）

箕浦ほか（1998）16）に加筆

地質構造調査（地質構造の連続性）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.515 再掲
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• 根岸西方断層は平舘ドームに対応する高重力異常域の東縁部に沿って分布する。一方，青森港沖背斜は東側の脇野沢～夏泊半島の
基盤の高まりに対応した高重力異常域の西縁に沿って分布するため，根岸西方断層と青森港沖背斜の重力構造は連続しない。

• さらに，入内断層は別の高重力域の東縁部に沿って分布するため，これら３条の断層の重力構造は連続しない。
根

岸
西

方
断

層

夏泊半島

脇野沢

活断層（東側落下）

（当社調査結果及び産総研・東海大
（2012）７）に基づく）

凡例

活断層（西側落下）

非対称背斜

入
内

断
層

青
森

湾
西

岸
断

層
帯

5.1.5.3 産総研・東海大の断層 (2/4)

重力解析（重力構造の連続性)

第579回審査会合

資料1-1-2 P.516 再掲
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平均変位速度が収束する
傾向が認められる部分

産総研・東海大(2012)7)

による活断層及び褶曲

海 域

陸 域

池田ほか編(2002)13)による変位地形

凡 例

• 根岸西方断層（F-25断層，陸域の断層，F-27断層）及び青森港沖背斜の平均変位速度の変化傾向を示す。
• 根岸西方断層南端のF-27断層の平均変位速度は，南端へ向かって収束する傾向が認められ，青森湾西岸断層帯の北端の青森港沖背斜の平均変位速度は，

北端に向かって収束する傾向が認められる。
• 以上より，根岸西方断層と青森湾西岸断層帯の変位速度は連続しないと評価する。

5.1.5.3 産総研・東海大の断層 (3/4)

海上音波探査記録の詳細解析（更新統等の変位速度）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.517 一部修正
5-72

根岸西方断層

青森港沖背斜Ｆ－27断層Ｆ－25断層平
均
変
位
速
度

平
均
変
位
速
度

段丘面の平均変位
速度分布

M2 M1M1

M1

M1

Ｆ－27断層

Ｆ－25断層

約6km

0.1～0.25m/ky 0.1～0.25m/ky 0.1～0.2m/ky 0.05～0.1m/ky0.15～0.25m/ky
平均変位速度

（変位なし）

A層/B1層

B1層/B2層

断層を挟んで同じ地
層が分布しないため
最低値を示す

入内断層

※）B1層の最上部にAso-4（約8.5～9万年
前）が挟在するため，A層/B1層の形
成年代を80kaとして平均変位速度を
計算した。また，根岸西方断層（陸域）
の平均変位速度は，各段丘面の形成
年代を，M1面：125ka，M2面：120kaとし
て計算した。

青森湾西岸断層帯



夏泊半島

脇野沢

入
内

断
層

青
森

湾
西

岸
断

層
帯

陸
域

の
断

層

・ 地質構造：

文献調査）

根岸西方断層と青森港沖背斜を一連の断層とする文献はない。

根岸西方断層は隆起帯の東縁に沿う断層であり，一方，青森港沖
背斜は青森湾の堆積盆中央の背斜構造であることから，地質構造は
連続しない。

・ 重力構造： 根岸西方断層は高重力異常域の東縁に沿って分布しており，
一方，青森港沖背斜は青森湾を挟んだ東側の高重力異常域の西縁に
沿って分布していることから，重力構造は連続しない。

・ 活動度： F-27断層の平均変位速度は南端に向かって収束する傾向が認
められ，青森港沖背斜の平均変位速度は北端に向かって収束する傾
向が認められることから，根岸西方断層と青森湾西断層の変位速度は
連続しない。

根岸西方断層と青森湾西岸断層帯（産業技術総合研究所・東海大学，2012）7）の連続性評価

• 根岸西方断層と「青森湾西岸断層帯」は，一連の断層ではないと評価する。

活断層（東側落下）

（当社調査結果及び産総研・東海大
（2012）7）に基づく）

凡例

活断層（西側落下）

非対称背斜

5.1.5.3 産総研・東海大の断層 (4/4)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.518 再掲
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5.1.5.4 南に位置する断層との連続性の評価まとめ (1/1)

• 根岸西方断層と「青森湾西岸断層帯」（地震調査委員会，2004６））とは，
変動地形の可能性がある地形，地質構造，重力構造及び平均変位速度が
連続しないことから，一連の断層ではないと評価する。

• 根岸西方断層と「青森湾西岸断層帯」（産業技術総合研究所・東海大学，
2012）７）とは，地質構造，重力構造及び平均変位速度が連続しないことか
ら，一連の断層ではないと評価する。

まとめ

• 青森湾西岸断層帯（地震調査委員会，2004６））及び青森湾西岸断層帯（産
業技術総合研究所・東海大学，2012７））は，根岸西方断層とは一連の断層
ではないと評価する。

根
岸

西
方

断
層

青
森

湾
西

断
層

入
内

断
層

野
木

和
断

層

活断層（東側落下）

（当社調査結果，地震調査委員会（2004）6）及び

産総研・東海大（2012）7）基づく）

凡 例

活断層（西側落下）

非対称背斜

青森湾西岸断層帯（産総研・東海大，2012）7）

青森湾西岸断層帯（地震調査委員会，2004）6）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.520 再掲
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音波探査記録
の添付範囲

大間原子力発電所

産総研・東海大(2012)７)による活断層及び褶曲

海 域
陸 域

池田ほか編(2002)13)による変位地形

凡 例

根岸西方断層及び青森港沖背斜の測線位置

• F-27断層及び青森港沖背斜の周辺海域では，３５測線でA
層/B1層の変位量及びB1層/B2層の変位量を計測した。この
うち，代表的な１２測線を以下に示す。

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (1/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.522 一部修正
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6 m

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

Ｆ－２６Ｆ－２６変位量読取り断面（CM-107測線）

A層/B1層
の変位量

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

上部更新統以上に変位(変形)が及ぶ断層

• Ｆ－27断層による変形がＢ１層上部及
びＡ層下部まで認められる。

• Ｆ－27断層は後期更新世以降に活動
していると評価する。

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (2/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.523 再掲
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※

7 m 以上

50 m 以上
（境界面は未確認であるが，

記録の見える範囲で推定）

変位量読取り断面（Ga-17測線）

上部更新統以上に変位(変形)が及ぶ断層

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• Ｆ－27断層による変位がＣ層及びＢ１層まで，変形がＡ層下部まで認められる。
• Ｆ－27断層は後期更新世以降に活動していると評価する。

• Ｆ－27断層は，Ｅ層及びＣ層隆起部の東側に位置し，隆起部とＢ層の堆積盆は本断層で接している。

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

文献による断層位置及び落下側

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）はほかの断層

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

G
a-

1
7

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (3/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.524 再掲
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18 m 以上

58 m 以上

変位量読取り断面（Gb-20B測線）

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

• Ｆ－27断層による変位がＣ層，Ｂ２層及びＢ１層下部まで，変形がＢ１層上部～Ａ層まで認められる。
• Ｆ－27断層は後期更新世以降に活動していると評価する。

• Ｆ－27断層は，Ｃ層隆起部の東側に位置し，隆起部とＢ層の堆積盆は本断層で接している。

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

上部更新統以上に変位(変形)が及ぶ断層

文献による断層位置及び落下側

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）はほかの断層

G
b
-
2
0
B

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (4/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.525 再掲
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※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

※

変位量読取り断面（Ga-22測線）

解析結果による当該断層の延長位置

• Ｆ－27断層南方延長部には，Ｂ1層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

G
a-

2
2

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (5/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.526 再掲

5-82



※

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

変位量読取り断面（Ga-25測線）

• Ｆ－27断層南方延長部には，Ｂ1層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

解析結果による当該断層の延長位置

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

G
a-

2
5

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (6/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.527 再掲
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※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

※

変位量読取り断面（Ga-27測線）

• Ｆ－27断層南方延長部には，Ｂ1層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

解析結果による当該断層の延長位置

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。
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a-

2
7

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (7/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.528 再掲
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※

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• Ｆ－27断層南方延長部には，Ｂ２層上部～Ａ層に断層運動を示唆する変位・変形が認められない。

変位量読取り断面（CM-9.5-1測線）

解析結果による当該断層の延長位置

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

C
M

-
9
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-
1

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (8/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.529 再掲
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断層（伏在）

断層（伏在）

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

※

• Ｆ－27南方延長部
及 び 青 森 港 沖 背
斜 北 方 延 長 部 で
は音波散乱層によ
り記録が不明瞭で
あるが，少なくとも
Ｂ １ 層上部及びＡ
層に断層運動を示
唆する変位・変形
が認められない。

変位量読取り断面（Ga-28測線）

解析結果による当該断層の延長位置

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。
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5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (9/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.530 再掲
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※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• 青森港沖背斜北部は，東翼部が
急傾斜を示す非対称背斜構造で
，東翼部の基部に断層運動による
撓曲構造がＢ２層～Ａ層まで認め
られる。

• 青森港沖背斜北部は後期更新世
以降に活動していると評価する。

※ ※ ※ ※

12m

31 m

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

文献による断層位置及び落下側，背斜，向斜

断層（伏在）

断層（伏在）

変位量読取り断面（Ga-30測線）

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。
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5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (10/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.531 再掲
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※ ※

断層（伏在）青森港沖背斜

※

奥内沖背斜

36m

11 m

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• 青森港沖背斜北部は，東翼部が急傾斜を
示す非対称背斜構造で，東翼部の基部に
断層運動による撓曲構造がＢ２層～Ａ層ま
で認められる。

• 青森港沖背斜断層運動は後期更新世以
降に及ぶと評価する。

• 青森港沖背斜の西方には断層（図中のf ）
が存在する。

• 断層の変位はＢ１層及びＡ層下部まで，変
形はＡ層上部まで認められる。

• 断層の断層運動は後期更新世以降に及
ぶと評価する＊。

変位量読取り断面（Ga-32測線）

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

文献による断層位置及び落下側，背斜，向斜

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

断層（伏在）青森港沖背斜奥内沖背斜

※

※

※

解析結果による断層位置及び落下側

G
a-

3
2

＊：断層の連続性評価については，補足説明資料「5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価」(P.5-92～5-97）を参照。

f *)

f *)

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (11/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.532 再掲
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断層（伏在）

断層（伏在）

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

※

※

• 青森港沖背斜南部の東翼部基部に
は，断層運動による撓曲構造がＢ３

層～Ａ層まで認められるため，断層
運動は後期更新世以降に及ぶと評
価する。

• なお，変位量は青森港沖背斜北部
に比べ小さい。

6m

9 m

変位量読取り断面（Gb-37.25B測線）

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

文献による断層位置及び落下側，背斜，向斜

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。

G
b
-
3
7
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5
B

5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (12/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.533 再掲
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断層（伏在）

12 m

4 m

※

断層（伏在）

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• 青森港沖背斜南部の東翼部基部には，断層運動による撓
曲構造がＢ２層～Ａ層まで認められるため，断層運動は後
期更新世以降に及ぶと評価する。

• なお，変位量は青森港沖背斜北部に比べ小さい。

A層/B1層
の変位量

B1層/B2層
の変位量

文献による断層位置及び落下側，背斜

変位量読取り断面（Gb-37.75B測線）

変位量は，水中及び堆
積層中での音波伝播速
度を1500m/secと仮定し
て読取った。
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5.1.6 根岸西方断層（海域）及び青森港沖背斜の変位量読取り断面 (13/13)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.534 再掲
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断層位置

海域の断層

活動が後期更新世に及んでいるものと評価する
断層（伏在断層）及び断層番号

活動が後期更新世に及んでいるものと評価する撓曲

断層（伏在断層）及び断層番号

断 層
伏在断層

連続性のない断層

• Ga-32測線における断層（図中のf ）
の連続性を評価するため，断層を取
り囲む，Ga-104-7測線，CM-10.5-1
測線，Ca-1測線及びGa-33測線の
音波探査記録を確認した。

G
a-

3
2

ご指摘を受けた
Ga-32測線

音波探査記録
の添付範囲

拡大図（位置図）の範囲

地質調査総合センター・東海大学(2012)７)

による活断層及び褶曲

陸 域

池田他(2002) 13)による変位地形

海 域Ga-32
G

a-
1
0
4
-
7

CM-10.5-1

Ca-1
Ga-33

f

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (1/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.536 再掲
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Ga-104-7測線(東方延長部）

• Ga-104-7測線は，Ga-32測線における断
層の東方に位置し，断層方向に平行であ
る。

• Ga-104-7測線のGa-32測線における断
層の近傍には音波散乱層が分布するた
め，Ｂ１層上面以深は不明であるが， 少
なくともＢ１層上面～Ａ層には断層活動を
示唆する変位・変形地形は認められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

Ga-32測線における断層の近傍

※

※

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

G
a-

1
0
4
-
7

f

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (2/6)
第579回審査会合
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※音波散乱層

※

※

CM-10.5-1測線（北方延長部）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

Ga-32測線における断層の近傍

• CM-10.5-1測線は，Ga-32測線における断層
の北方延長部に位置し，断層方向に直交す
る。

• CM-10.5-1測線のGa-32測線における断層の
近傍には音波散乱層が分布するため，Ｂ１層
上面以深は不明であるが，少なくともＢ１層上
面～Ａ層には断層活動を示唆する変位・変形
地形は認められない。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

※

f

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (3/6)
第579回審査会合
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※

※

Ca-1測線（南方延長部）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

Ga-32測線における断層の近傍

• Ca-1測線は，Ga-32測線における断層の南
方延長部に位置し，断層方向に直交する。

• Ca-1測線のGa-32測線における断層の近傍
には音波散乱層が分布するため，Ｂ１層上面
以深は不明であるが，少なくともＢ１層上面～
Ａ層には断層活動を示唆する変位・変形地形
は認められない。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

f

Ca-1

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (4/6)
第579回審査会合
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Ga-33測線（南方延長部）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

※

※

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

f

Ga-32測線における断層の近傍

• Ga-33測線は，Ga-32測線における
断層の南方延長部に位置し，断層
方向に直交する。

• Ga-33測線のGa-32測線における断
層の近傍には音波散乱層が分布す
るため，Ｂ１層上面以深は不明であ
るが，少なくともＢ１層上面～Ａ層に
は断層活動を示唆する変位・変形
地形は認められない。

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (5/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.540 再掲
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• Ga-32測線における断層の変位はＢ１層及びＡ層下部まで，変形はＡ層上部まで認められる。
• 一方， Ga-32測線における断層を取り囲む測線では， 断層の近傍に少なくともＢ１層上面～Ａ層には
断層活動を示唆する変位・変形地形は認められない。

まとめ

• Ga-32測線における断層は連続しないと判断される。

5.1.7 Ga-32測線における断層の連続性評価 (6/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.541 再掲
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（余白）
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拡大位置図（次々頁）

Ａ層/Ｂ1層

Ｂ1層/Ｂ2層

根岸西方断層

青森港沖背斜Ｆ－27断層Ｆ－25断層平
均
変
位
速
度

平
均
変
位
速
度

段丘面の平均変位
速度分布

M2 M1M1

M1

M1

Ｆ－27断層

Ｆ－25断層

約6km

平均変位速度が収束する
傾向が認められる部分

地質調査総合センター・東海大学(2012) ７)

による活断層及び褶曲

海 域

陸 域

池田他(2002)13)による変位地形

大間原子力発電所

産総研・東海大(2012)７）において変位量及
び平均変位速度を示している領域及び測線

当社が変位量を読み
取った解析測線

• 産総研・東海大(2012）７)は，青森港沖背斜の南部（①）及び中部（②）で青森港沖背斜の変位量及び平均変位速
度を，平舘断層付近（③-1：当社の陸域の根岸西方断層の沖合）及びその北西方海域（③-2：当社のF-25断層の
北西部）で平舘断層の変位量及び平均変位速度を示している。

• 以下に，青森港沖背斜及び平舘断層の変位量及び平均変位速度に基づいた収束傾向について当社評価の妥
当性を示す。

S
5

①平均変位速度：
0.2m/ky 以上 or 0.5m/ky 以上

②平均変位速度：
0.6m/ky以下

S
_6

①②

③-1

③-2

青森港沖背斜及び平舘断層の平均変位速度に基づいた収束傾向

P
3
6

S
3
7
.5

P
3
2

③平均変位速度：
0.4m/ky

5.1.8 平均変位速度による断層評価 (1/4)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.543 再掲
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変
位
量

変
位
量

当社による変位量

青森港沖背斜Ｆ－27断層Ｆ－25断層 根岸西方断層（陸域）

A層/B1層

B1層/B2層

断層を挟んで同じ地層
が分布しないため最低
値を示す

段丘面の変位量分布

M2
M1

M1

M1

M1

変
位
量

変
位
量

①②③-1③-2

青森港沖背斜及び平舘断層の変位量に基づいた収束傾向
産総研・東海大(2012) ７)による変位量

青森港沖背斜

• 産総研・東海大(2012）７)及び当社における，青森港沖背斜及び平舘断層（当社のF-25断層，根岸西方断層（陸域），F-27断層）の変
位量分布を示す。

• 産総研・東海大(2012）７)の平舘断層及び青森港沖背斜の変位量のデータは散点的であるため，変位量の収束傾向を判断できない。
一方，当社の根岸西方断層及び青森港沖背斜の変位量のデータは連続的に取得しており，断層等の端部へ向かって変位量及び平均
変位速度が収束する傾向を判断できる。

Ｂ1 層基底

Ｂ2 層基底

最高値を示す

平舘断層

Ｂ1 層上部 （bt 面）

Ｂ1 層下部

最低値を示す

5.1.8 平均変位速度による断層評価 (2/4)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.544 再掲
5-101



まとめ

• 産総研・東海大(2012）７）の平舘断層（当社の根岸西方断層）及び青森港沖背斜の変位量のデータ
は散点的であるため，変位量の収束傾向を判断できない。

• 一方，当社の変位量のデータは連続的に取得しており，断層等の端部へ向かって変位量が収束
する傾向を判断できるため，当社による断層等の端部における変位量及び平均変位速度に基づい
た収束傾向の評価は妥当である。

5.1.8 平均変位速度による断層評価 (3/4)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.545 再掲
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（参考）産総研・東海大(2012)７)と当社の平均変位速度の算出期間の違い（①：青森港沖背斜）

*： 産総研・東海大(2012) ７)は，Ｂ１層の上部と最上部の境界に存在する
やや強い反射面「bt面」が十和田八戸テフラ（約15ka；工藤,2005）17）及
び十和田大不動テフラ（約30ka；工藤，2005）17）である可能性が高いと
している。

A層

B1層

B2層

B3層

当社産総研・東海大
(2012)７)

A層

B1層

B2層

←Aso-4 
(85～

90ka)

←bt面*)

(15ka or 
30ka)

産総研・東海大(2012) ７)と当社の
音波探査記録の解釈の違い

深度

A/B境界
(80ka)

• 産総研・東海大（2012）７)は，bt面（約1.5万年前あるいは約3万年前）の変位量に基づいて平均変
位速度を計算している。

• 一方，当社は，それより古いA/B1層境界（約8万年前）の変位量に基づいて平均変位速度を計算
している。

産総研・東海大(2012) ７)に加筆

5.1.8 平均変位速度による断層評価 (4/4)
第579回審査会合
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• 活断層研究会編（1991）１)は，函館平野の西縁に，Ｎ－Ｓ方向の「活断層であることが確実
なもの（確実度Ⅰ）」として，渡島大野(おおの)断層及び函館平野西縁断層を，その南方の
葛登支(かつとし)岬北方に，確実度Ⅰの茂辺地断層を示している。

0 10km

葛登支岬

活断層研究会編（1991）１） 「新編日本の活断層 」 （一部加筆）

渡島大野断層

函館平野西縁断層

茂辺地断層

5.2 函館平野西縁断層帯 5.2.1 文献調査 (1/7)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.549 再掲
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函館平野西縁断層帯の活断層位置
※）地震調査研究推進本部地震

調査委員会（2001）18)より

2．函館平野西縁断層帯の評価結果について

（2）断層帯の位置と形状

• 函館平野西縁断層帯の断層線の位置（図）は，陸上部については都市
圏活断層図（平川ほか，2000）19)によった。海底部については海上保
安庁水路部（2000）20)の図に示されたほぼ南北方向の断層を本断層帯

の一部とみなした。長さ及び一般走向は，都市圏活断層図に示された
渡島大野断層の北端と，海上保安庁水路部（2000）20)の図から富川断
層延長部南端と判断した点を直線で結んで計測し，長さ24km，一般走
向Ｎ10°Ｅと判断した。

• 地震調査委員会（2001）18)は，陸上部については都市圏活断層図（平川ほ
か，2000）19)によるとしており，活断層研究会編（1991）１)とほぼ同じ位置に，
函館平野西縁断層帯として，活断層（活撓曲）等を図示している。

• 海底部については海上保安庁水路部（2000）20)によるとしている。

地震調査委員会（2001）18) [函館平野西縁断層帯の評価」

5.2 函館平野西縁断層帯 5.2.1 文献調査 (2/7)
第579回審査会合
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0 2km
0 10km

20万分の1日本シームレス地質図
(産業技術総合研究所 地質調査総合センター
(https://gbank.gsj.jp/seamless/))に加筆

• 活断層データベースは，活断層研究会編（1991）１)とほぼ同じ位置に，活断層を図示している。

函館西活動セグメント

後期中新世～鮮新世
（堆積岩）後期中新世～鮮新世

（火山岩）

前期更新世
（火山岩）

後期更新世
（段丘）

産業技術総合研究所 地質調査総合センター編（2015）8) 「活断層データベース」

5.2 函館平野西縁断層帯 5.2.1 文献調査 (3/7)
第579回審査会合
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• 今泉ほか編（2018）２)は，活断層研究会編（1991）１)とほぼ同じ位置に，活断層（活撓曲）等
を図示している。

今泉ほか編（2018）２） 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（一部加筆）

5.2 函館平野西縁断層帯 5.2.1 文献調査 (4/7)

0 2km
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池田ほか編（2002）13） 「第四紀逆断層アトラス」 （一部加筆）

• 池田ほか編（2002）13)は，活断層研究会編（1991）１）とほぼ同じ位置に，渡島大野断層及
び富川断層として，断層線等を図示している。
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平川ほか（2000）19） 「都市圏活断層図（函館）」 （一部加筆）

• 平川ほか（2000）19)は，活断層研究会編（1991）１)とほぼ同じ位置に，函館平野西縁断層帯
として，活断層等を図示している。
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北海道（1999）21） 「北海道活断層図No.２（函館平野西縁断層帯）」 （一部加筆）

活断層
推定活断層
その他の第四紀断層
その他の地質断層

断層の落下側
活褶曲（背斜軸）
活褶曲（向斜軸）
撓曲崖（撓曲の幅
約50m以上）• 北海道（1999）21)は，活断層研究会編（1991）１)とほぼ同じ位置に，渡島大野断層及び富川

断層として，活断層等を図示している。
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